
２０１７年度

広島史学研究会大会

プログラム

◇期　日　2017年10月28日（土）・29日（日）

◇会　場　広島大学大学院文学研究科

◇日　程　10月28日（土）
　　　　　　13：00～17：30　シンポジウム　　　 （文学研究科　B204教室）
　　　　　　17：30～18：00　広島史学研究会総会（文学研究科　B204教室）
　　　　　　18：20～20：20　懇親会　　　　　　 （生協北１レストラン三階）

　　　　　10月29日（日）
　　　　　　10：00～17：00　部会発表　　　　　（文学研究科）

◇参加費　500円（両日参加の場合も同様）

＊広島史学研究会大会シンポジウム＊

テーマ「モンゴル帝国と日本・ユーラシア南方海域」

題　目「モンゴル帝国の拡大と対外政策─転機とその背景」

� 広島大学　舩田　善之

　　　 「日本史から見た元代」

� 国際日本文化研究センター　榎本　　渉

　　　 「「モンゴル=システム」考─元朝とユーラシア南方海域」

� 同志社大学　向　　正樹

大会事務局　広島大学大学院文学研究科歴史文化学講座
TEL：082-424-6646（FAX兼用）　E-mail：tokiko@hiroshima-u.ac.jp



部　会　発　表

◇日　本　史　部　会（B251教室）10：00～17：00

１．八、九世紀の雅楽寮について� 広島大学　山本　佳奈

２．戦国期における上野由良氏の政治体制と権力構造� 広島大学　藤田　　慧

３．戦国期毛利氏権力における奉行人組織� 広島大学　水野　椋太

４．幕末期におけるイギリスと薩摩藩の関係� 大島商船高等専門学校　田口　由香

５．明治初年の奈良県における文化財保護� 広島大学　魚谷なつみ

６．佐賀地域における地租改正事業と加地子処分問題� 広島大学　森永　啓介

７．日露戦後の海軍将校による執筆活動� 九州大学　小倉　徳彦

８．戦前期農山村における中小商業者と産業組合の動向　深安郡山野村を中心として

� 広島市公文書館　伊藤　公一

９．ベトナム戦争期における広島県の米軍基地と地域社会との関係

　　―�広弾薬庫を中心に�―� 広島大学　渡辺　雄大

◇東　洋　史　部　会（B102教室）10：00～17：00

１．日本側の視角から一九四一年の中原会戦を考える� 大阪大学　鄒　　　燦

２．恐慌期日本・蘭印貿易関係と相互認識� 愛知県立大学　泉川　　普

３．一九世紀ベトナムにおける阮朝の財政運営と贈与慣行

　　―�阮朝皇帝による賞賜を中心として�―� 日本学術振興会特別研究員 PD　多賀　良寛

４．南宋公文書「加封三茅真君誥」の発出過程と刻石� 神戸女学院大学　小林　隆道

５．明代抽分竹木廠の抽取・徴課業務について� 山口大学　滝野正二郎

◇西　洋　史　部　会（B104教室）10：00～17：00

１．前三五〇年代におけるケルセブレプテスの動向� 広島商船高等専門学校　小河　　浩

２．ヘレニズム君主と小アジアの諸都市におけるギュムナシオン

� 日本学術振興会特別研究員 PD　波部雄一郎

３．四世紀のヒスパニア・ガリアにおける教会会議記録の検討

　　―�プリスキリアヌス論争の文脈を探る�―� 慶應義塾大学　林　　皓一

４．五世紀後半におけるガリア教会とトゥール司教の「権威」� 広島大学　上杉　　崇

５．末期ビザンツ帝国におけるギリシア概念

　　―�ゲミストス・プリトンの異教思想を軸に�―� 福井県立大学　上柿　智生

６．独仏戦争時のビスマルク外交とアメリカ合衆国� 岡山大学　飯田　洋介



７．ヴァイマル中期における義勇軍経験とナチズム

　　―�ハインツ・オスカー・ハウエンシュタインの叛乱�―� 九州大学　今井　宏昌

８．全国禁酒法と二〇世紀アメリカの秩序形成� 北九州市立大学　寺田　由美

９．東ドイツの余暇と政治　―�保養旅行から見える社会主義社会�―� 広島大学　河合　信晴

◇考　古　学　部　会（B153教室）10：00～17：00

１．大田・津雲・吉胡貝塚の比較　―�古人骨の歯牙調査報告�―� 広島大学　長井　健二

２．神石郡旧豊松村における出土遺物をめぐって

� 広島大学　野島　　永・佐々木尚也・名村　威彦・真木　大空

３．東広島市高屋町杵原六号遺跡の調査成果について

　　―�弥生時代後期の投擲具�―� 東広島市出土文化財管理センター　中山　　学

４．古墳時代におけるガラス小玉の研究

　　―�広島県内の様相を中心として�―� 呉市文化振興課　荒平　　悠

５．奥山製鉄遺跡の調査報告� 公益財団法人広島県教育事業団埋蔵文化財調査室　平元　克弥

６．広島県北部地域の中世土師質土器（杯・皿類）の編年について

　　―�芸北地域の十五～十六世紀を中心に�―� 広島県立歴史博物館　尾崎　光伸

７．福山市内の石垣等の石材加工痕跡について

　　―�主に矢穴の規模に注目して�―� 福山市教育委員会　山岡　　渉

８．厳島（宮島）における埋蔵文化財の取り扱いと試掘調査について

� 廿日市市教育委員会　順田　洋一

９．考古学的世界遺産・ドイツと日本の現状と課題� 広島大学　ウェルナー・シュタインハウス

◇文化財学・民俗学部会（B253教室）10：00～17：00

１．岩峰上の国東塔について� 中津市教育委員会　曽我　俊裕

２．平唐門の構造形式の変遷について� 広島大学　山口　佳巳

３．本蓮寺の番神堂について� 広島大学　平　　幸子

４．片桐貞昌 ( 石州 ) による慈光院の茶室について� 広島大学　大下きよみ

５．浄土寺露滴庵の建築年代に関する再考� 広島大学　坂本　直子

６．花車の成立　―�花籠を載せた車の構造的特徴�―� 青山学院女子短期大学　山田　岳晴

７．江戸時代のからくりを用いた蒔絵硯箱について� 広島大学　沖本　美幸

８．インドネシアの日本陶磁器　―�色絵鷲文大皿を中心として�―� 広島大学　アルピナ・パムガリ

９．日本の温泉文化に関する研究　―�道後温泉を中心に�―� 広島大学　ワンサン・ハナフィア




